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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20 年 8 月 12 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしま

したのでお知らせいたします。 

記 

 

１．平成 21 年 3 月期第２四半期累計期間業績予想数値の修正（平成 20 年 4 月１日～平成 20 年 9 月 30 日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１株当たり
四半期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ４，８００ １１０ １１０ ２８ ２円 71 銭

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ４，３３５ ５５ ５６ △ ４ △ ０円 44 銭

増  減  額（Ｂ－Ａ） △ ４６５ △ ５５ △ ５４ △ ３２ ― 

増  減  率 （％） △ ９．７ △ ５０．０ △ ４９．１ ―  ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（ 平成 20 年３月期第２四半期 ） 
４，６６７ ２３ ４３ ２０ １円 96 銭

      

２．平成 21 年 3 月期通期業績予想数値の修正（平成 20 年 4月 1日～平成 21 年 3 月 31 日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ９，５００ ２００ ２００ ７５ ７円 25 銭

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ９，０００ １２０ １２０ ５０ ４円 83 銭

増  減  額（Ｂ－Ａ） △ ５００ △ ８０ △ ８０ △ ２５ ― 

増  減  率 （％） △ ５．３ △ ４０．０ △ ４０．０ △ ３３．３ ― 

（ご参考）前期実績 
（ 平成 20 年３月期） 

８，６７５ ４ ３５ １８ １円 83 銭

               

３．修正の理由 
 

当第２四半期におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題や、原油をはじめとする原材料の

高止まりが企業収益を圧迫させるなど景気は弱含みのままに推移してまいりました。 
このような情勢下におきまして、当社は懸命の拡販策を採ってまいりましたが、当第２四半期累計期間

は、住宅関連投資の低迷をはじめ設備投資等の縮小による需要の減少と、海外製品との価格競合もあって

売上高は４３億３千５百万円（前年同期実績４６億６千７百万円）になりました。 
利益面につきましては、コストの低減・諸経費の節減等、収益体質の強化に努めました結果、営業利益

として５千５百万円（前年同期実績２千３百万円）、経常利益として５千６百万円（前年同期実績４千３百

万円）を計上いたしましたものの、貸し倒れによる特別損失を５千３百万円計上した結果、四半期純損失

は４百万円となる見通しであります。 
 通期につきましては、期首の方針通り営業力の徹底強化と時代の変革に対応した新製品の開発・新分野の

開拓等に全力を尽くし業績向上に邁進してまいりますが、当第２四半期の業績・今後の下半期の景気動向等

を踏まえ当初の業績予想を修正させていただきます。 
 
※ 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業

績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

以   上 


